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N0｡gBB1996年(平成s年
⑥平和都市宣言

（60.12.3）

世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかしながら、今日なお世界の動きは、核戦争の危槻をはらみ、

砿に憂虚にたえない。

・わが国は唯一の被曝国として、核兵路の恐ろしさと、被爆者のそ
しみを全世界の人々に脈え、再び広島・長崎の惨禍を蝿り返して11
ならない。

我孫子市は市民の生命と安全を守るため、いかなる国のいかな弓
核兵器に対しても、その廃絶を求め、ここに平和都市を宣言する。

■ ■Z．
我孫子市役所秘書宝広報広聴課
〒270-11我孫子市我孫子185BaO471(BS)1111
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の分け方．出し方が変わります
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恒
例
の
「
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
が
、
湖
北
台
中
学
校
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
Ｉ
ル
に
行
わ
れ
ま

す
。

皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
平
成
９
年
１
月
過
日

（
日
）
雨
天
決
行
、
荒
天
中
止

受
付
・
・
・
午
前
８
時
釦
分
か
ら
９

時
、
分
開
会
式
…
午
前
９
時

加
分
閉
会
式
・
・
・
午
前
ｎ
時
即

分▼
受
付
場
所
湖
北
台
中
学
校

▼
コ
ー
ス
湖
北
台
中
学
校
周

辺▼
種
目
。
ス
タ
ー
ト
予
定
時
間

参加者募集

Ｉ
‐
§
ｂ
ｑ
ｈ
ｈ
ｌ
ｑ
Ｌ
Ｏ
ｂ
ｈ
Ｏ
ｑ
ｌ
ｑ
、
１
９
９
ｈ
日
も
二
８
口
、
日
日
、
ｂ
ｌ
ｂ
ｂ
Ｖ
、
ｈ
９
０
ｂ
ｑ
、
■
口
も
ｂ
ｕ
、
ｂ
１
９
ｔ
ｂ
ｑ
９
も
１
ｈ
ｔ
’
９
６
０
．
９
６
１
，
８
０
６
６
１
，
■
６
９
、
ｂ
■
、
ｂ
９
ｑ
－
Ｂ
ｑ
ｑ
Ｌ
１
ｂ
巳
■
ｑ
も
ａ
ｖ
ｑ
ｂ
ｑ
も
且
可
、
Ｌ
■
、
Ｏ
ｑ
ｂ
ｂ
８
ｎ
ｂ
９
、
■
９
０
０
１
９
ｈ
日
、

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
篭
蕉
鵠

）
申
し
込
み
は
掴
月
陥
日
信
旧
情
臥
詞
剣

（
下
表
参
照
）

▼
出
場
制
限
１
人
１
種
目
（
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
部
を
除
く
）

▼
出
場
資
格
＊
各
距
離
を
完
走

で
き
る
方
奎
般
の
部
は
、
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
１
時
間
以
内
に
完
走

で
き
る
方
）
＊
事
前
に
医
師
の

健
康
診
断
を
受
け
異
常
の
な
い
方

＊
小
・
中
学
生
に
つ
い
て
は
保
謹

者
の
同
意
識
を
提
出
＊
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
部
は
親
１
人
と
子
ど
も

（
小
学
校
１
年
か
ら
４
年
生
ま
き

１
人
で
１
組

▼
参
加
費
一
般
・
壮
年
５
０
０

円
、
小
・
中
学
生
お
よ
び
フ
ァ
ミ

リ
ー
（
１
組
）
１
０
０
円

平
成
ｇ
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

法
」
に
伴
い
、
市
で
は
来
年
１
月
１
日
か
ら
〃
空
ピ
ン
類
の

色
分
け
″
を
実
施
し
ま
す
。
今
号
で
は
新
し
く
ス
タ
ー
ト
す

る
〃
ピ
ン
の
分
け
方
．
出
し
方
″
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
で
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
尋
」
み
の
減
量
と
黄
源
化
」

に
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
Ⅱ
生
活
環
境
課
Ⅱ

▼ 新春マラソン大会種 目 ▼
申
し
込
み
方
法
所
定
の
申
し

込
み
用
紙
（
教
育
委
員
会
体
育
課

市
民
体
育
館
、
市
役
所
市
民
課
。

距離(km)

1．5

1．5

1．5

1．5

1．5

3．0

3．0

10．0

5．0

5．0

10．0

5．0

5．0

3．0

ｽﾀーﾄ(予定）

9：50

10：00

10：10

10：20

10：30

10：40

10：40

種 目

ファミリーの部

5年生男子の部

6年生男子の部

5年生女子の部

6年生女子の部

中学生男子（1年）の部

中学生女子の部

一般(高校生含む)男子の部

一般(高校生含む)男子の部

壮年(40歳以上)男子の部

一般(高校生含む)女子の部

一般(高校生含む)女子の部

壮年(40歳以上)女子の部

中学生男子の部

恥
－
１
’
２
’
３
－
４
－
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
川
一
Ⅱ
｜
旭
一
崎
一
脾

凸

｢’

‐ゴ

〔昊鶉駕晶蕊零琶懸てて窪〕

必
着
）
ま
で
に
参
加
黄
を
添
え

て
教
育
委
員
会
体
育
課
、
市
民

体
育
館
、
市
役
所
市
民
課
・
各

支
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会

体
育
課
冥
顕
）
１
１
５
１

昭
和
死
年
に
ご
み
の
分
別
回
収

を
開
始
し
て
以
来
、
分
別
収
集
も

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
定
着

し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
《
時
代
の
変
化

と
と
も
に
以
前
は
高
値
で
取
り
引

き
さ
れ
て
い
た
査
源
も
、
今
で
は

お
金
を
出
さ
な
い
と
引
き
取
っ
て

も
ら
え
な
い
品
目
き
え
あ
り
、
そ

の
代
表
的
な
物
が
〃
ピ
ン
〃
で
す
。

昨
年
市
で
、
３
０
０
０
万
円
以

上
の
徴
用
が
ピ
ン
の
処
分
に
使
わ

れ
ま
し
た
。
毎
年
増
え
続
け
る
ピ

ン
処
分
の
コ
ス
ト
を
節
約
す
る
突

破
口
と
し
て
来
年
４
月
か
ら
始

ま
る
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
を
活
用

10：50

?

10：55
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睡ヨ 平
成
９
年
１
月
か
ら
実
施
さ
れ

る
ピ
ン
の
３
分
別
に
伴
う
、
正
し

い
〃
分
け
方
。
出
し
方
″
に
つ
い

て
は
、
左
記
に
褐
戦
し
ま
し
た
「
ピ

ン
の
リ
サ
イ
ク
ル
（
３
分
別
）
を

を
｜
早
く
活
用
。
そ
の
事
前
準
備

と
し
て
平
成
９
年
１
月
か
ら
「
空

ピ
ン
類
の
分
別
・
色
分
け
（
白
色

・
茶
色
・
そ
の
他
）
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
査
源
化
を
さ
ら
に

推
進
し
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
で

の
〃
ご
み
の
減
量
化
〃
を
よ
り
一

層
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

ピ
ン
の
分
け

方
。
出
し
方

ビｼ酌'ノサイクル(S分別)にご協
｡｡生-▲二二軍一

■■ﾛ‐今

キ
ャ
ッ
プ
を
取
る
・
中
を
鵜
う
。
指
定
袋
へ

II） ゥ】

ノ

J1

⑧

哩
一も■

墨

■
、
〕
函
郷

I

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

「
ピ
ン
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
に
関
す

る
〃
チ
ラ
シ
〃
を
自
治
会
を
通
し

て
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
お

手
元
に
届
い
て
い
な
い
方
は
生
活

環
境
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
云

（
師
）
０
０
１
５

⑥
⑳
⑤
⑥

年
末
年
始
の
ご
み
「
収
集
日
程
」

に
つ
い
て
は
、
広
報
あ
び
こ
狸
月

お
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
９
年
「
あ
び
こ
ク

リ
ー
ン
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
収
集
日

程
表
は
、
廻
月
中
に
自
治
会
を
通

し
て
配
布
し
ま
す
。

無色透明のピン 茶 ビ色 の ン

翻
安
雌
畷
搾
〉
ン
汚
埜
と
泡

ラ
ダ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な

［
日
ど
の
ピ
ン
類
と
比
べ
て

く
だ
さ
い
。

目安
印

だど飲ンビ
ざの料、I
いビや満ル
。ン滋涼ビ
と義飲ン
比強料､
べ壮、一
て剤炭升
くな酸ビ

､ 』

《
ｏ
ｆ
４
Ｉ
町
１
１
０
剛
ｉ
ｊ
１
Ｐ
ｉ
ｌ
ト
ト
↓
咽
凸
Ｉ
‐
１
．
罫
郵

一

調
‐
蔚
｛
．

一
面
■
‐
８
－

癖
皇

剖
■
■
再
ウ
ー
毎
一
一
荊
咽
。
一
一
↑
抄

句
『
↑

雛
訟
ゞ
一

国
争

一
■申’

’
１
１
．
１
１
１
１
０
卜
山
Ｆ
Ｉ
４
ｊ
Ｉ
，
４
８
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
Ⅱ
ｑ
ｌ
１

※
ロ
ヒ
モ
は
閉
じ
ま
せ
ん

※
ロ
ヒ
モ
は
閉
じ
ま
せ
ん

当
■
宇
巾
ｄ
Ｏ
Ｆ
■
ｂ
■
■
・
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ

一
蝿
一
息
録
・
王

口
Ⅱ
挙
低
Ｗ
Ｊ
‐
一
マ
－
１
１

L 、

市
で
は
旧
ピ
ン
回
収
袋
（
茶
色

平
成
９
年
１
月
１
日
以
降
に

色
別
に
よ
る
３
分
別
が
行
わ
れ

て
い
な
い
場
合
、
国
で
定
め
た

基
準
で
は
な
い
と
し
て
「
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
な
ど
「
市
で
も

収
集
が
で
き
な
ど
と
い
っ
た

事
態
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
た
め
、

▼
日
時
＊
狸
月
皿
日
（
土
）
開

演
…
午
後
６
時
釦
分
＊
嘔
日

（
日
）
開
演
…
午
後
２
時

〆
、

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

旧
ピ
ン
回
収
袋
（
茶
色
の
ピ

ン
回
収
袋
）
を
回
収
し
ま
す

’
９
８
Ｐ

ｌ
ｌ
１ 市

民
会
館
で

『
第
九
再
び
』
を
開
催

”§

鰹識息｜
夢‘

1一.“,

講逼
d

幻凸
タ

【

幽
乱

戸
》

ｆ
Ｉ
②

I ■■

▽

見分けが
つかない緑､青､黒 紫 ピン 雑芥ごみになるビン類、 す

の
で
、
各
査
源
ス
テ
ー
シ
ョ

後
の
査
源
回
収
日
に
回
収
し
ま

ン
に
残
さ
ず
お
出
し
く
だ
さ
い
。

※
旧
ピ
ン
回
収
袋
は
平
成
９
年

１
月
１
日
を
過
ぎ
た
ら
使
わ
な

い
よ
う
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課

壷
（
師
）
０
０
１
５

▼
入
場
料
１
５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
霊
（
妬
）
１
１
５
１

の
ピ
ン
回
収
袋
）
を
、
今
年
鰻

、
酢
ピ
ン
・
一
升
ピ
ン
な
‐

ど
の
薄
青
・
薄
緑
色
、
一

安
ウ
ィ
ス
キ
ー
ビ
ン
、
ワ

ィ
ン
ビ
ン
等
の
特
殊
色

［
日
や
濃
い
色
、
見
分
け
が

つ
か
な
い
ピ
ン
な
ど
が

対
象
で
す
。

※
雑
芥
ご
み
に
な
る
ピ
ン

類
は
袋
の
中
が
確
認
で
き

る
半
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋

（
黒
い
ビ
ニ
ー
ル
袋
は
不

可
）
に
名
前
を
醤
い
て
お

出
し
く
だ
さ
い
。

化
粧
品
頬
、
コ
ッ
プ
・

安
細
誌
華
細
食
鍔
荊
才
賑

目
鍼
隼
埋
特
緬
癖
諦
秦
〆

灰
皿
頬
な
ど
の
ガ
ラ
ス
’

燕
ロ
ヒ
モ
は
閉
じ
ま
せ
ん

画

その他ビン
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哩
月
４
日
か
ら
、
日
ま
で
は
、

「
人
権
週
間
」
で
す
。

人
間
は
、
だ
れ
で
も
「
幸
福
な

生
活
を
送
る
権
利
」
を
持
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
権
利
が
人
権
と
い
わ

れ
る
も
の
で
、
人
間
ら
し
く
生
き

て
い
く
た
め
に
、
無
く
て
は
な
ら

な
い
権
利
で
す
。

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
謹
委
員

連
合
会
で
は
、
人
権
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、
相
手
の
立
場
を
考

’ 佃
月
４
日
か
ら

扣
日
ま
で
は

〆~、

あ
な
た
の
心
に
人
権
の
花
を

〆

え
た
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
、

人
権
週
間
に
合
わ
せ
地
方
自
治
体

等
の
協
力
を
得
て
、
識
猿
会
や
特

設
人
権
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
時
々
の
人
権
問
題

を
強
調
事
項
と
し
て
解
決
に
努
め

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
の
強
調
事

項
は
、
左
記
の
６
つ
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
皆
ざ
ん
の
家
庭

で
も
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。 人

権
週
間

一

▼人権擁護委員

今
年
家
を
新
。
増
築
さ
れ
た
方

私
道
を
所
有
し
て
い
る
方

が
税
額
の
軽
減
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
態
に
よ
り
固
定
資
産
税
が
軽
減
さ

今
年
家
を
新
・

増
築
さ
れ
た
方
蓉
》
》
電
所
》
季
睾
毒
錘
嘩
催
紅
諏
嶬
苛
》
毒
し
坤
峠
罐
祉
症
溌
嘩

平
成
８
年
中
に
家
屋
（
専
用
住
マ
ン
シ
ョ
ン
を
含
み
、
土
地
を
貸
や
い
わ
ゆ
る
敷
地
延
長
部
分
は
除

宅
ま
た
は
併
用
住
宅
で
居
宅
部
分
し
て
い
る
場
合
も
該
当
し
ま
す
）
き
ま
す
。

が
４
分
の
１
以
上
の
も
、
を
新
．
▼
申
告
方
法
申
告
書
課
税
課
▼
軽
減
さ
れ
る
私
道
の
要
件
＊

増
築
さ
れ
た
方
で
、
課
税
課
の
行
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
公
道
か
ら
公
道
に
通
り
抜
け
で
き

う
家
屋
調
査
が
済
ん
で
い
な
い
方
押
印
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
る
私
道
＊
建
築
基
準
法
に
よ
り
、

公
道
か
ら
後
退
（
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
）

は
、
期
限
ま
で
に
住
宅
用
地
の
申
私
道
を

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

所
有
し
て
い
る
方
卿
嘩
埜
蝿
、
鱸
僅
識
碓
一
舩
錘
畔

※
住
宅
用
地
と
は
、
人
が
住
む
た

め
の
家
屋
が
建
っ
て
い
る
土
地
で
、
土
地
を
私
道
と
し
て
利
用
し
て
を
通
ら
な
け
れ
ば
公
道
に
出
ら
れ

そ
の
居
宅
の
床
面
種
の
ｍ
倍
ま
で
い
る
場
合
、
そ
の
幅
員
や
利
用
形
な
い
家
屋
が
２
戸
以
上
あ
り
、
通

を特

設
人
権
相
談
所

開
設
し
ま
す

固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す

、_ノ

時
か
ら
午
後
３
時
（
費
用
無
料
）

▼
場
所
市
役
所
西
別
館
３
階
市

民
相
談
室

▼
相
談
内
容
い
じ
め
、
親
子
・

夫
婦
・
扶
養
・
相
続
な
ど
の
家
庭

問
題
、
名
誉
・
信
用
・
差
別
・
い

や
が
ら
せ
な
ど
人
権
上
の
問
題
や

悩
み
事

▼
相
談
員
人
権
擁
謹
委
員
（
左

表
参
照
）
、
法
務
局
職
員

▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課
市

民
相
談
係
云
（
理
１
１
１
１
、
ま

た
は
千
葉
地
方
法
務
局
柏
支
局
壷

（
師
）
３
３
０
９

r水躍旦睦事

ぐるつと青空ｷｬﾝペー ﾝ
皆さんのご協力をお願いします

1

可

七
都
県
市
（
千
葉
県
・
東
京
都
・

川
崎
市
等
）
で
は
、
平
成
９
年
１

月
ま
で
〃
車
を
減
ら
し
て
き
れ
い

な
青
空
に
″
を
テ
ー
マ
に
「
ぐ
る

つ
と
青
空
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

車
は
、
仕
事
・
生
活
・
レ
ジ
ャ

ー
な
ど
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
便
利
な
乗
り
物
で
す
が
、
車
の

排
気
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
Ｎ
Ｏ
ｘ

（
窒
素
酸
化
物
等
）
は
、
空
気
を
汚

す
大
き
な
原
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

特
に
、
ｎ
月
か
ら
１
月
に
か
け

て
の
冬
期
は
、
上
空
の
暖
気
と
地

l
i

l

行
制
限
を
し
て
い
な
い
も
の

▼
該
当
者
現
に
私
道
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
土
地
の
所
有
者

（
共
有
も
含
む
）

▼
申
告
方
法
申
告
書
課
税
課

に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

私
道
の
所
在
と
、
面
種
の
わ
か
る

書
類
ま
た
は
測
量
図
を
添
付
し
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

園
申
告
期
限
平
成
９
年
１
月
過

日
（
月
）
ま
で

画
税
額
軽
減
時
期
平
成
９
年
度

課
税
分
か
ら

画
申
告
書
提
出
先
。
問
い
合
わ
せ

課
税
課
土
地
調
査
係
霊
（
亜
１
１

１
１
内
線
３
３
９

表
の
冷
気
の
境
目
に
、
地
表
の

汚
れ
た
空
気
を
閉
じ
込
め
る
屑

（
逆
転
層
）
が
で
き
や
す
く
、
１

年
で
最
も
大
気
が
汚
れ
る
時
期

で
す
。車

を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
、
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
特
に
毎
週

水
曜
日
は
公
共
交
通
機
関
を
利
用

す
る
な
ど
、
車
の
利
用
を
ひ
か
え

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
暖
房
器
具
に
よ
る
部
屋

の
暖
め
す
ぎ
も
、
大
気
汚
染
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
部
屋
の
暖
め

す
ぎ
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

少
し
で
も
空
気
を
き
れ
い
に
す

’
▼個別予防接種委託医療機関 ２

年
生
）
、
ジ
フ
テ
リ
ア
お
よ
び
の
予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
。
診
票
等
を
直
接
、
教
育
委
員
会
学

破
傷
風
（
小
学
校
６
年
生
の
子
早
め
の
接
種
を
心
が
け
ま
し
よ
－
Ｚ
校
教
育
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

防
接
種
が
、
８
年
度
か
ら
委
託
医
▼
委
託
医
療
機
関
左
表
参
照
▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
学

療
機
関
で
の
個
別
接
種
に
変
更
に
▼
接
種
愛
用
対
象
年
齢
内
は
無
校
教
育
課
学
校
保
健
係
壷
（
理
１

る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課
公

害
対
策
係
盃
（
妬
）
１
１
１
１
内
線

５
６
９

’ 八
小
・
中
嘩
隆
原
岬
臨
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
へ
Ｖ

矛
防
漫
漫
ほ
お
周
み
ご
す
か

小
・
中
学
生
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
へ

千
葉
県
で
は
、
中
小
企
業
者
の

皆
さ
ん
に
、
長
期
無
利
子
の
設
備

近
代
化
資
金
を
融
査
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
国
の
指
定
す
る
機
械
金

棗中小企業者の皆さんへ
で

備中小企業者設備
小

襄近代化資金のご利用を
属
工
業
、
軽
工
業
、
繊
維
工
業
、

腱
林
水
産
業
、
鉱
業
、
小
売
業
等

に
属
し
、
現
在
の
事
業
を
１
年
以

上
営
ん
で
い
る
企
業

▼
貸
し
付
け
限
度
額
貸
し
付
け

対
象
設
備
額
の
２
分
の
１
以
内
で
、

１
企
業
あ
た
り
卵
万
円
以
上
、
４

０
０
０
万
円
以
下

▼
償
還
方
法
１
年
据
え
置
き
４

年
以
内
の
均
等
償
還

▼
連
帯
保
証
人
＊
法
人
企
業
の

場
合
：
．
代
表
者
を
含
め
３
名
以
上
、

＊
個
人
企
業
の
場
合
…
２
名
以
上

※
連
帯
保
証
人
が
不
足
す
る
場
合
、

及
び
貸
付
額
が
２
０
０
０
万
円
以

上
の
場
合
は
不
動
産
担
保
が
必
要

▼
問
い
合
わ
せ
県
東
葛
飾
支
庁

商
エ
労
政
課
商
工
観
光
係
査
０
４

７
３
（
田
）
２
１
１
５

’

１
１

※委託医娠機関によっては、予約制または暇日を擶定していま
すので、事前に確混してからお出かけくだきい°

－

◎
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
…
い
じ
め
を
し
な
い
・
さ

せ
な
い
・
見
逃
さ
な
い

◎
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識
を
育
て
よ
う

◎
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

◎
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

◎
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

◎
高
齢
者
の
住
み
や
す
い
社
会
を
築
こ
う

農地所有者の方へ

農地宕砺開する際は

許可壱重けてください
農
地
を
転
用
す
る
場
合
に
は
許

可
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
田
を
埋
め
立
て
て
畑

に
す
る
際
も
、
建
設
残
土
等
で

埋
め
立
て
を
行
う
場
合
は
一
時

転
用
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

最
近
、
無
許
可
の
転
用
や
、

資
材
置
き
場
と
し
て
許
可
を
受

け
た
艇
地
に
建
物
を
建
て
て
し

ま
う
な
ど
、
許
可
条
件
に
違
反

し
た
転
用
が
増
え
て
い
ま
す
。
・

農
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
、
こ

の
よ
う
な
違
反
の
無
い
よ
う
責

任
を
持
っ
て
挫
地
を
管
理
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
埋
め
立

農
地
陸
作
物
を
生
産
す
る
て
等
を
お
考
え
の
場
合
は
、
事

た
め
の
土
地
で
限
ら
れ
た
黄
前
に
必
ず
農
業
委
員
会
に
相
談

重
な
農
業
の
生
産
基
盤
で
す
。
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
た
め
縫
地
を
埋
め
立
▼
問
い
合
わ
せ
腱
業
委
員
会

て
た
り
建
物
を
建
て
る
な
ど
、
事
務
局
壷
（
理
１
１
１
１

氏名

石井嫡男

別府孝子

表てる子

鬼澤三郎

杉山清吉

住 所

布佐2224

船戸2-9-32

白山3-5-27

我孫子563-10

湖北台5－5－21

電話番号

(89)2351

(84)2320

(85)0396

(82)2061

(88)4655

井戸水の有機塩素系物質

水質検査を実施

平成9年度から家庭用

井戸を無料で検査します

家
庭
で
使
用
さ
れ
て
い
る
井
戸
▼
検
査
項
目
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ

和
本
を
対
象
に
、
平
成
９
年
度
か
チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ

ら
、
無
料
で
有
機
塩
素
系
物
質
の
レ
ン
、
１
．
１
．
１
ト
リ
ク
ロ

水
質
検
査
を
行
い
ま
す
。
ロ
エ
タ
ン
、
四
塩
化
炭
素
の
４

井
戸
を
お
持
ち
の
方
は
、
こ
の
物
蛮

機
会
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

▼
対
象
・
実
施
数
市
内
の
家
庭
ハ
ガ
キ
に
井
戸
水
水
賓
検
査
希

用
井
戸
・
加
本
（
平
成
９
年
度
以
望
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

降
、
毎
年
、
本
の
調
査
を
実
施
す
井
戸
の
深
さ
を
明
記
し
、
哩
月

る
予
定
で
す
）
加
日
（
金
・
必
着
）
ま
で
に
我

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
初
回
孫
子
１
８
５
８
環
境
保
全
課
云

の
人
を
優
先
に
先
着
順
で
実
施
（
蓮
１
１
１
１
内
線
５
６
９
へ

医療機関名

我孫子つくし野病院

竹 田 内科医院

守尾医院

石 田医院

遠藤クリニック

鋤､るこどもｸﾘﾆｯｸ

此井医院

村11l医院

大暇小児科医院

小倉外科内科

備、ﾉ1,児科医院

宇治医院

卿H1医院

岡野内科医院

湖北台診療所

我孫子豊仁会病院

中111'1,児科医院

佐藤内科医院

星野医院

成広医院

金u1医院

長、内科WIM科

平 和台掴院

住所

つくし野131

つくし野6-5-1

白山1-18-5

本町1-4-21

本町2-2-1

我孫子539-41

並木8-17-4

青山台3-6-4

柴崎台2-11-23

柴蔚台3-19-22

天王台2-16-8

湖北台9-9-10

湖北台9-7-10

湖北台8-18-2‘！

湖北台7-41-101

湖北台4-6-1

湖北台4-2-8

湖北台3-12-5

湖北台1-5-7

布佐845-1

布佐2118-2

布佐1-13-6

布佐2195

電 語

(84)2211

(85)0225

(84)6813

7151

(84)0232

(85)5666

(84)5555

(82)5171

(85)1385

(82)0165

(84)4133

(88)0835

(88)2840

(88)7770

(88)8768

(88)3111

(88)1018

(88)0934

(88)2248

(87)4610

(89)4166

(89)3101

(89)1111

実施する予防接種の種類

日本騒炎

○

○

○

○

○

○

○
''1,曇喰の入り

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

風しん

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ジﾌﾃﾘｱ・

破傷風

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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こ
れ
か
ら
父
親
・
母
親
に
な
る

方
、
ご
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
参
加
を
。

▼
日
時
哩
月
加
日
（
金
）
午
後
０

時
釦
分
受
付
、
０
時
妬
分
か
ら
３

時
鋤
分

▼
内
容
＊
ビ
デ
オ
「
赤
ち
ゃ
ん
、

こ
の
す
ば
ら
し
き
生
命
」
＊
産

科
医
の
話
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）

▼
日
時
哩
月
６
日
・
週
日
の
い

ず
れ
も
金
蝿
日
午
前
９
時
釦
分
か

ら
、
時
訓
分
（
開
始
、
分
前
に
は

受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
じ

▼
内
容
妊
婦
体
操
妊
娠
中
の

生
活
・
歯
科
術
生
・
栄
養
な
ど

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記

壹顧健康カイド1胴の日曜｡休日当番医

健
セ
ン
タ
ー
で

北
台
１
の
旧
の
媚

（
湖
北
駅
南
口
徒
歩
２
分
）

（
Ｗ
）
１
１
３
１

し診療時間午前9時から午後5時

伝持参するもの保険証と診療費

蕊
▼

’

▼
日
程
哩
月
３
日
、
加
日
、
、

日
、
聖
日
の
い
ず
れ
も
火
雌
日

▼
受
付
時
間
＊
午
前
９
時
柘
分

か
ら
９
時
幅
分
・
・
・
平
成
８
年
８
月

生
ま
れ
（
通
知
し
ま
す
）
＊
午

前
９
時
妬
分
か
ら
扣
時
犯
分
…
０

か
ら
６
歳
児
で
相
談
の
あ
る
方

▼
内
容
身
体
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん

体
操
、
栄
養
・
育
児
な
ど
の
相
談

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
乳
児
健
診
は
、
母
子
健
康
手
帳

の
無
料
券
を
利
用
し
、
医
療
機
関

で
受
け
ま
し
ょ
う
。

用
具
は
毎
回
、
バ
ス
タ
オ
ル
（
６

且
、
歯
ブ
ラ
シ
遍
旦

１
歳
半
の
頃
は
、
基
本
的
な
生

一
一
一
一
一
一

口

活
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
切

な
時
期
で
す
。
父
親
・
母
親
の
役

割
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
哩
月
５
日
（
木
）
・
哩
日

（
木
）
い
ず
れ
も
午
前
９
時
巧
分
か

ら
、
時
訓
分
受
付

▼
対
象
平
成
７
年
５
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の
２
本
）

受
付

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診
２
歳
８
か
月
児
を
対
象
に
歯
科
（
水
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
知
し
ま
す
）

リ
し
ん
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、

医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
実
施
医
療
機
関
お
よ
び

予
防
接
種
の
詳
細
住
予
防
接
種

ノ
ー
ト
（
出
生
お
よ
び
対
象
と
な

る
転
入
者
に
は
各
翌
月
に
郵
送
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）
、

６
月
以
前
生
ま
れ
＊
２
回
目
：
．
新
婚
家
庭
の
主
婦
や
妊
婦
を
対

同
９
月
聖
日
以
前
に
１
回
目
を
投
象
に
、
献
立
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ

リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
）
、
風
▼
蜜
用
対
象
年
齢
内
は
無
料
時
か
ら
午
後
４
時

察
、
保
健
婦
に
よ
る
相
談
な
ど

健
診
、
歯
み
が
き
指
導
、
希
望
者

に
は
フ
ッ
化
物
塗
布
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
哩
月
四
日
（
木
）
午
前
９

時
過
分
か
ら
、
時
鋤
分
受
付

▼
対
象
平
成
６
年
４
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
通
知

ハ
ガ
キ
》
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の

２
本
）
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

▼
内
容
肩
こ
り
腰
痛
予
防
の
体

操
、
栄
養
の
話
し
、
個
別
相
談
他

▼
日
時
巫
月
３
日
、
、
日
、
Ⅳ

日
い
ず
れ
も
火
曜
日
、
午
後
１
時

▼
申
し
込
み
電
話
で
理
月
ｎ
日
ら
訓
日
生
ま
れ
（
該
当
児
に
は
通

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
尿
、
▼
日
時
哩
月
四
日
（
木
）
午
後
１

３
歳
児
健
康
診
査
票
時
か
ら
２
時

｡

ひ
ご
相
談
を
。

▼
日
時
廻
月
理
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら

▼
内
容
専
門
医
に
よ
る
膠
原
病

疾
患
相
談
（
予
約
制
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

▼
対
象
発
達
の
遅
れ
が
心
配
な

膠
原
病
で
お
悩
み
の
方
は
、
ぜ

55

▼柏保健所年末年始の業務日程
年
末
は
、
哩
月
”
日
（
金
）
ま
で
、

年
始
は
平
成
９
年
１
月
６
日
（
月
）

▼
日
時
狸
月
、
日
（
火
）
午
後
２

時
か
ら
４
時

▼
対
象
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱

え
た
本
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族

▼
内
容
糖
神
保
健
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
（
専
門
医
に
よ
る

相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
）

▼
申
し
込
み
遮
話
で
、
哩
月
６

日
（
金
）
ま
で
に
柏
保
健
所
保
健
指

導
課
へ

’
’

か
ら
で
す
。
な
お
、
主
な
業
務
の

日
程
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

１
１
１
『
１
１
■
１
１
１
■
１
０
■
日
日
Ｉ
０
８
０
１
０
０
ｌ
ｌ
０
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
０
Ｉ
‐
Ｉ
‐
０
１
‐
‐
１
１
１
１
１
１
‐
‐
Ｉ

-（ )-社会福祉施設等合同求人説明会

’
｜尋

▼
日
時
狸
月
晦
日
（
日
）

ｗ
午
後
０
時
釦
分
か
ら
３
時

価
釦
分

螂
▼
場
所
幕
張
メ
ッ
セ

副
▼
対
象
福
祉
施
設
へ
就

》
職
を
希
望
し
て
い
る
方

肥
▼
参
加
費
無
料

恥
※
詳
し
く
は
、
県
福
祉
人

評
材
セ
ン
タ
ー
壷
０
４
３

畔
（
２
４
８
）
１
２
９
４
へ

Ｂ
Ｐ

■
卓
■
■
■
■
■

’

し
あ
わ
せ

琴
級

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
０
１
１
ｌ
Ｉ
『
ｌ
ｊ
４
，
凸
Ｉ

母
親
学
級日

1日

8日

15日

22日

23日

29日

30日

31日

病・医院 名

小田川整形外科医院

我孫子東 邦病院

我孫子つくし野病院

小倉外科内科

我 孫 子 聖 仁会病院

平和台 病院

我孫子つくし野病院

アビコ外科整形外科病院

我 孫 子 聖 仁会病院
●

我孫子東邦病院

電話

84-7411

82-8166

84-2211

82-0165

88-3111

89-1111

84-2211

84-7321

88-3111

82-8166

育
児

相

談

１
熊
６
か
月
児
健
康
診
査

家
庭
児
童
相
談
室
を

．
ご
利
用
く
だ
さ
い

家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
学
く
守
ら
れ
ま
す
。

校
生
活
や
家
庭
生
活
、
育
児
、
▼
相
談
日
時
祝
日
を
除
く
毎

不
登
校
へ
非
行
問
題
な
ど
で
お
週
月
確
か
ら
金
曜
日
午
前
、
時

悩
み
の
方
の
相
談
を
お
受
け
し
か
ら
午
後
４
時
（
た
だ
し
、
正

て
い
ま
す
。
家
族
で
悩
ま
ず
、
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

お
気
軽
に
ご
相
談
電
話
も
可
）
▼
場
所
・
問
い
合
わ
せ
家
庭

く
だ
さ
い
。
児
童
相
談
室
査
露
）
１
１
１
１

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
内
線
３
５
２

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

お
よ
び
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

夜 間の急病のときは

舂上蛮責8(Sｱ)1141

ム
シ
歯
予
防
教
室

肩
こ
り
。
腰
痛
教
室

す
こ
や
か
栄
養
教
室

個 別接 種

日
本
脳
炎

生
後
６
月
か
ら
卯
月
未
満
・
１
期
初
回
（
２
回
）

及
び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

風
し
ん

生
後
理
月
か
ら
卯
月
未
満
・
麻
疹
接
種
後
に
１
回
接
種

三
種
混
合

｜
》
崎
崎
一

生
後

及
び

※
百

接
種

３
月
か
ら
卯
月
未
満
・
１
期
初
回
（
３
回
）

日1
期
追
加
（
１
回
）

せ
き
に
か
か
っ
た

接
種

人
は
、
二
種
混
合
を

麻
疹
（
は
し

生
後
廻
月
か
ら
卯
月
未
満
。
１
回
接
種

予
防
接
種
名

も
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
死
亡
原
因
の
第
１
発
見
」
に
よ
る
、
正
し
い
治
療

健
康
メ
モ
⑬
こ
の
誘
鬘
寛
砦
位
と
な
っ
て
い
る
「
ガ
ン
」
墓
と
昌
墓
を
行
な
う
こ
と
に

た
っ
て
、
健
康
診
断
は
定
期
的
に
本
的
に
自
覚
症
状
は
な
い
と
い
わ
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
生
活
も
よ

『
予
防
医
学
』
と
い
う
こ
と
受
け
て
い
た
だ
い
た
方
が
良
い
の
れ
て
い
ま
す
。
自
覚
症
状
の
な
い
り
充
実
し
、
実
り
あ
る
も
の
に

ぱ
を
ご
存
じ
で
す
か
。
で
す
が
、
仕
事
の
都
合
な
ど
で
機
も
の
を
早
く
見
つ
け
る
た
め
に
は
、
変
わ
り
ま
す
。

現
代
の
医
療
は
、
「
病
気
に
会
は
あ
っ
て
も
受
診
し
な
い
方
が
定
期
的
な
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
市
で
は
、
成
人
病
検
診
・
大

な
っ
た
か
ら
、
病
院
に
行
く
」
多
い
よ
う
で
す
。
必
要
な
こ
と
は
、
ど
な
た
で
も
お
腸
ガ
ン
検
診
・
乳
ガ
ン
検
診
を

だ
け
で
は
な
く
、
「
病
気
に
な
検
診
を
受
け
な
い
人
に
は
次
の
わ
か
り
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
行
う
一
方
、
国
民
健
康
保
険
加

ら
な
い
た
め
に
病
院
に
行
く
」

入
者
に
は
「
短
期
人
間
ド
ッ
ク
」

予
防
医
学
、
窪
腰
ゞ

と
い
う
考
え
方
に
、
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
「
病
気
に
か
か

ら
な
い
た
め
に
病
院
に
行
く
」

気
に
か
か
ら
な
い
」
「
病
気
は

こ
と
が
『
予
防
医
学
』
で
す
。
３
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
す
。
早
く
治
す
」
こ
と
を
ぜ
ひ
お
す

会
社
に
お
勤
め
の
人
は
、
そ
①
「
病
気
が
見
つ
か
る
と
怖
い
か
「
ガ
ン
は
不
治
の
病
」
と
恐
れ
す
め
し
ま
す
。
市
の
検
診
以
外

の
聡
場
で
、
ま
た
、
自
営
業
の
ら
…
」
と
い
う
タ
イ
プ
②
「
自
る
の
で
は
な
く
、
「
早
期
発
見
．
に
も
各
医
療
機
関
で
い
る
い

方
な
ど
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
分
は
健
康
に
自
信
が
あ
る
」
③
早
期
治
療
」
に
よ
り
治
る
病
気
と
ろ
な
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す

れ
の
市
町
村
な
ど
で
各
種
の
一
度
は
検
診
を
受
け
て
「
異
常
な
考
え
ら
れ
る
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
の
で
気
軽
に
相
談
し
て
み
る

健
康
診
断
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
し
」
と
知
ら
さ
れ
て
安
心
し
、
以
り
ま
す
。
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

て
、
身
体
の
自
己
管
理
お
よ
び
後
は
受
け
な
い
タ
イ
プ
と
な
っ
て
そ
の
ほ
か
の
い
わ
ゆ
る
「
成
人
▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

病
気
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
い
ま
す
。
病
」
と
呼
ば
れ
る
病
気
も
「
早
期
師
会
査
（
理
５
５
２
５

虫

乳
幼
児
発
達
相
談

３
歳
児
健
康
診
査

膠：
げ
ん原

病
難
病
相
談

柏
保
健
所
斡
嚇
の
業
務
日
程

ア
ル
コ
ー
ル
悩
み
ご
と
相
謹

項 目

一般健康相談

水
質
検
盗

腸内細菌検査

エイズ検査

不要犬猫引取I）

蕊水衝検査は、予約制です。

必須項目

全項目

年末

12月18日

(水)まで

12月16日

(月)まで

12月10日

(火)まで

12月19日

(木)まで

12月17日

(火)まで

12月26日

(木)まで

年始

1月8日

(水)から

1月9日

(木)から

1月21日

(火)から

1月6日

(月)から

1月7日

(火)から

1月9日

(木)から
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一

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず

か
。
皆
さ
ん
の
家
庭
で
も
大
清
掃

が
気
に
な
る
時
期
で
し
ょ
う
。

今
回
は
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関

す
る
本
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
書
名
（
著
者
）
＊
気
持
ち
よけ

い

く
生
き
る
知
的
住
居
術
（
佐
橋
塵

じ
よ女

）
＊
近
藤
典
子
の
収
納
と
整

理
＊
職
人
さ
ん
が
教
え
て
く
れ

る
最
新
住
ま
い
の
修
理
と
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
＊
住
ま
い
を
素
敵
に
リ

フ
ォ
ー
ム
（
丸
岡
ま
さ
あ
き
）

＊
く
ら
し
の
一
日
一
日
．
く
ら
し

あ
ゆ
み

は
楽
し
み
（
大
橋
歩
）
＊
わ
が

家
の
手
軽
な
模
様
替
え
（
一
言
ラ

ス
・
バ
ー
ナ
ー
ド
）
＊
収
納
ア

イ
デ
ア
２
０
０
＊
不
器
用
な
人

で
も
で
き
る
わ
が
家
の
修
繕
術
２

２
５
＊
健
康
に
暮
ら
せ
る
住
ま

い話
、
こ
わ
い
お
話
を
し
ま
す
。

態
市
民
図
奮
館

鐙
湖
北
台
分
館

串
布
佐
分
館

鐙
移
動
図
書
館

絵
本
を
読
ん
だ
り
、
楽

４
歳

一か
ら
９
歳
ま
で
の
チ
ビ
ッ

図
書
館

だ
よ
り

な 壷
（
“
）
１
１
１
０

云
（
印
）
３
０
５
５

霊
（
閉
）
１
３
１
１

壷
（
印
）
０
９
０
９

し
い
お

子
集
ま
れ
。

▼
日
程
＊
哩
月
５
日
（
木
）
・
四

日
（
木
）
…
市
民
会
館
第
４
会
議
室

＊
狸
月
哩
日
（
木
）
・
妬
日
（
木
）
…

布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
時
間
午
後
３
時
釦
分
か
ら
４

時

そよかせ号(:雛脅)12月の日程(蕊）
曜日日|ｽﾃｰｼｮﾝ名I場所 ｜時間(午後）

筐"1雌;剰鰄水i

9I平和台布佐南近隣センター2:00~2:40木
191新木野新木児童公園3:00~4:00

l金;'4《詞懲蕊えり麗臭職胸:
|水％悪霊蕊藍東3児舞鰡剛

|泰'：壜賜舅覺具皇基‘撫巽剛
田合田池尻公園3:20～4:00口

金；雪くし野東急ｼｮｯﾝグｾﾝﾀー製ｮ:00~"，
戸根戸近隣センター2:00～2:40

’４
．
禍

水

＊’
5
●

19

６
・
別

◎
湖
北
台
分
館

Ｉ
墨
絵
Ｉ

あ
み
だ
に
上
ら
い

▼
作
品
・
作
者
阿
彌
陀
如
来
…

小
林
秋
光
（
並
木
）
冬
景
色
．
：

河
村
た
れ
（
湖
北
台
）
つ
わ
ぶ

き
…
高
藤
志
げ
子
（
束
我
孫
子
）

冬
枯
れ
。
：
仲
川
た
け
（
我
孫
圭

大
日
如
来
…
武
石
富
佐
子
（
古
戸
）

※
作
品
は
墨
水
会
の
皆
さ
ん
で
す

◎
布
佐
分
館

１
和
紙
。
ち
ぎ
り
絵
Ｉ

▼
作
品
・
作
者
フ
ァ
ン
タ
ジ
－

ち
ょ
う

・
・
・
趙
さ
き
子
カ
ラ
ー
と
ス
イ
ー

み
さ
こ

ト
ピ
ー
…
辻
美
瑳
子
晩
秋
…
吉

岡
て
る
な
で
し
こ
・
・
久
田
達
子

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
…
田
村
た
み
子

※
い
ず
れ
の
作
品
も
規
格
は
す
べ

て
（
６
号
）
で
、
住
ま
い
は
布
佐

平
和
台
の
皆
さ
ん
で
す
。

囮
展
示
期
間
哩
月
５
日
（
木
）
か

ら
”
日
（
金
）
ま
で

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
ス
ズ
メ
、
ム

ク
ド
リ
は
、
本
来
、
木
の
洞
に
楽

を
造
る
鳥
で
、
自
然
の
林
が
少
な

く
な
っ
た
現
在
で
は
、
巣
箱
を
利

金
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

！
11
⑤

251
水

胆
・
邪

木

胴
・
”

金

用
し
て
〃
子
育
て
″
を
し
て
い
る

の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

な
か
で
も
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
は
、

そ
の
姿
が
愛
ら
し
く
、
子
育
て
の

観
察
も
と
て
も
楽
し
い
小
鳥
で
す
。

あ
な
た
も
巣
箱
を
造
り
、
家
の

周
り
に
か
け
て
、
野
鳥
の
子
育
て

の
観
察
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
哩
月
巫
日
主
）
午
後
１

時
別
分
か
ら
４
時

▼
場
所
鳥
の
博
物
館

▼
対
象
市
内
在
住
の
小
学
校
３

年
生
以
上
の
方

▼
定
員
巧
名
（
先
着
順
）

▼
持
参
ハ
ン
マ
ー
、
ド
ラ
イ
バ

ー
、
軍
手
、
巣
箱
を
持
ち
帰
る
た

め
の
大
き
な
袋

▼
費
用
５
０
０
円
（
材
料
代
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
哩
月
哩
日
（
木
）
ま
で
に
鳥
の

博
物
館
垂
（
理
２
２
１
２
へ

、
ｉ
Ｊ
ｉ
ｈ
ｌ
１

ざ

一
口
，
船
唯

第
虹
回
「
我
孫
子
市
消
費
生

活
展
」
が
、
哩
月
哩
日
（
土
）
・

晦
日
（
且
の
両
日
市
民
プ
ラ

ザ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
〃
食
″

こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
か
」
を
テ

ー
マ
に
、
食
に
関
す
る
関
心
を

高
め
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え

て
い
く
も
の
で
す
。

第
刎
回

我
孫
子
市

｜

’’

’
0｝OJI

こ
の
機
会
に
友
だ
ち
、
ご
家
族

連
れ
で
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
狸
月
皿
日
（
土
）
・
西
日

（
且
午
前
、
時
鋤
分
か
ら
午
後
４

時
鋤
分
（
入
場
無
料
）

▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ
（
あ
び
こ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
内
）

◎
主
な
内
容

＊
子
供
た
ち
の
食
事
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
＊
安
心
で
楽
し
い
学
校
給
食

＊
我
孫
子
の
野
菜
食
べ
た
い
ね

＊
健
康
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
か
ら
＊
私
た
ち
の
食
卓
っ
て

安
心
＊
い
ろ
い
ろ
食
べ
て
成
人

病
予
防
＊
自
分
で
食
事
が
作
れ

な
く
な
っ
た
ら
＊
生
ゴ
ミ
で
生

態
系
を
生
か
し
た
く
ら
し
＊
せ

っ
け
ん
生
活
今
あ
び
こ
で
は
＊

ス
ト
ッ
プ
ザ
悪
徳
商
法

Ｊ

Ｊ
獺
〃

場

『
』
句
″

劇

助

み休

肪
ど

ゑ
『ｒ

Ｌ
劇
に

お
じ
さ
ん
の
家
は
す
ご
く
退
屈
。

そ
れ
で
ル
カ
と
タ
カ
の
二
人
は
、

ム
ク
ノ
ク
を
創
り
だ
し
ま
し
た
。

「
ム
ク
ノ
ク
っ
て
な
ん
な
ん
だ
」

冬休み劇場

潤
覺
亀
眉
届

〈
そ
の
他
〉

我
孫
子
の
野
菜
の
無
料
配
布

（
先
着
順
）
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
な
ど
も
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

云
（
顕
）
１
１
１
１
内
線
３
２
９

消
費
生
活

講
座
を
開
催

▼
日
時
。
場
所
哩
月
５
日

（
木
）
午
後
１
時
鋤
分
か
ら
３
時

釦
分
、
中
央
公
民
館

▼
内
容
「
食
品
の
淡
味
期
限

の
表
示
」

▼
定
員
先
蒲
鋤
名

▼
参
加
黄
無
料

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

電
話
で
市
民
生
活
課
垂
（
蓮
１

１
１
１
内
線
３
２
９
へ

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
を
気
軽

な
雰
囲
気
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
演
者
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
き
い
。

▼
演
奏
予
定
日
平
成
９
年
４
月

哩
日
、
５
月
、
日
、
６
月
７
日

大
人
た
ち
は
大
騒
ぎ
に
な
っ
て
・
・
・
・

こ
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
る
公

減
「
こ
ど
も
の
ム
ク
ノ
ク
」
（
写

真
）
を
、
ご
家
族
で
ぜ
ひ
、
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
。
場
所
哩
月
配
日
（
祝
）

開
場
・
・
・
午
後
１
時
釦
分
、
開
演
…

２
時
、
市
民
会
館

▼
入
場
料
１
５
０
０
円
（
全
席

指
定
）

▼
前
売
り
開
始
哩
月
１
日
（
且

か
ら

▼
入
場
券
発
売
所
平
賀
書
店
、

荒
井
書
店
、
ブ
ッ
ク
ス
ス
ズ
キ
、

市
民
プ
ラ
ザ
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
出
演
者
募
集

’
念
ず
れ
も
土
曜
且

▼
開
演
午
後
５
時
訓
分

▼
資
格
市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
者
ま
た
は
市
内
で
活
躍
し
て
い

る
若
手
音
楽
家
・
音
楽
を
勉
強
中

の
娼
歳
以
上
の
方

▼
音
楽
の
種
類
洋
楽
・
邦
楽
な

ど
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
（
た

だ
し
、
ア
ン
プ
の
使
用
は
不
可
）

▼
出
演
料
交
通
費
お
よ
び
準
備

費
と
し
て
、
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー

プ
に
一
律
５
０
０
０
円
を
支
給

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
申

請
書
（
市
民
プ
ラ
ザ
に
用
意
）
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、
平
成
９
年

１
月
哩
日
（
且
ま
で
に
市
民
プ
ラ

ザ
垂
（
理
２
１
１
１
へ
直
接
持
参
。

ト レ
コ
ー
ド
あ
つ
ぶ
る
、
ポ
ピ
ー
、
一夕凸

湖
北
マ
イ
ン
内
あ
び
こ
サ
ー
ビ
ス
ーー タ

セ
ン
タ
ー
、
学
友
堂
布
佐
店
、
市
一● 一

民
会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り
、
柏
そ
一』 ■

ご
う
、
柏
高
島
屋
取
手
と
う
き
一二 の

ゆ
一
フ

※
４
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
入
場
一

は
お
断
り
し
ま
す
。
〈
た
だ
し
、

保
育
あ
り
。
利
用
希
望
者
は
哩
月

週
日
（
金
）
ま
で
に
あ
び
こ
子
ど
も
一

劇
場
壷
（
理
９
０
７
８
へ
電
話
で
一

予
約
し
て
く
だ
さ
い
〉

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社
一

会
教
育
課
壷
（
唖
１
１
５
１
一

葉県女性センター講座

▼
期
間
平
成
９
年
１

月
近
日
（
金
）
か
ら
２
月

加
日
（
木
）
、
全
６
回

▼
内
容
女
性
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
と
健
康
を

考
え
る

▼
対
象
。
定
員
県
内

在
住
・
在
勤
者
、
先
着

１
０
０
名

▼
受
講
料
無
料

※
詳
し
く
は
「
さ
わ
や

か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
」

壷
（
“
）
８
６
０
２
へ

一
⑦
⑤
③
眉
⑳
③
⑪
③
⑪

文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。

締切は毎月13日(必着)。ハガキで1人1作に限りま

す。応募先我孫子1858市役所広報広聴課。なお、

1月1日号の文芸だよりの締切は12月6日(必着)です。

Ｉ
譲
り
ま
す
１

▼
有
料
で
＊
肩
た
た
き
器
〈
磯

島
壷
函
）
６
３
５
１
〉

▼
無
料
で
＊
タ
キ
、
ン
－
ド
〈
白

澤
壷
（
翌
１
９
５
２
〉
＊
百
人

一
首
〈
折
原
壷
（
錘
）
５
３
８
５
〉

Ｉ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ｉ

▼
無
料
で
＊
大
人
用
自
転
車

短歌 俳句
山本寛太選 染谷杲径選

た
け

亡
き
母
と
は
つ
茸
採
り
し
か
の
山
は
跡
形
も
な
く
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
と
き
く
田
口
一
子

真
夏
日
の
庭
に
流
る
る
お
池
岬
錘
の
読
経
に
合
は
せ

油
蝉
鳴
く
奥
理
吏
江

四
季
ば
ら
の
紅
き
一
輪
秋
を
咲
く
命
を
庭
に
守
り
見

て
を
り

関
口
静
江

小
春
日
の
午
後
の
ひ
と
と
き
離
れ
住
む
孫
に
送
ら
む

と
さ
つ
ま
い
も
掘
る
小
出
礼
子

白
き
花
咲
か
せ
し
薮
の
か
ら
す
う
り
色
づ
く
待
た
ず

造
成
始
む
森
愛
子

う
か
ら
峰
ひ
七
回
忌
の
宴
に
ぎ
や
か
に
壱
ま
は
い
よ

よ
遠
ざ
か
り
ゆ
く
馬
場
千
鶴
子

年
録
り
て
枝
を
重
ね
し
庭
木
々
を
伐
れ
ば
根
元
に
樹

さ

液
罐
る
る
村
上
弘

白
き
月
残
れ
る
朝
の
散
歩
道
老
人
ホ
ー
ム
の
門
の
開

き
ぬ
篠
田
ま
さ

時
寺
ぐ
る
罐
毒
の
錘
聞
こ
え
く
る
落
日
旱
き
手
賀
の

夕
暮
れ
須
田
博

ざ
ん
し
ゅ
う
こ

う
れ
し
か
り
労
轆
は
れ
ん
心
地
し
て
錦
繍
の
東
北
子

ら等
と
旅
す
る

新
堀
孝
女

い
わ
し鰯

雲
い
つ
し
か
故
郷
遠
く
な
る
松
浦
白
梅

傘
さ
し
て
行
く
嘩
道
や
赤
の
ま
ま
宮
腰
多
加
雄

余
生
と
は
こ
う
云
う
も
の
か
落
葉
掃
く
壁
谷
千
鶴
子

》
」

こ
虫

ま
ろ
び
た
る
児
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
木
の
実
独
楽

青
山
陽
子

ぷ
な
も
み
じ

奥
入
瀬
の
川
面
明
る
し
樵
黄
葉
田
中
栄
太
郎

霧
こ
め
乙
謹
が
森
も
遠
の
け
り
争
嘩
垂
寒

け
む
り
た
つ
浅
間
鍵
嘩
は
紅
葉
な
り
小
林
光
江

即
雌
ぽ
こ
米
寿
の
母
の
肩
も
み
て
萩
谷
日
出
夫

し
ゆ
う
し

我
一
人
生
き
て
秋
思
の
古
写
真
豊
島
春
太
楼

に
お榊

筆
脚
跡
輌
咋
諏
鍛
搾
蘂
函
蝿
る
瞬
繩
千
僻
蓉

俳
句
命
日
や
夫
逝
き
し
日
も
鰯
雲
関
口
静
江

〈
笠
原
壷
（
蹄
）
９
３
５
６
〉
＊

木
製
幼
児
食
事
用
い
す
〈
市
川
垂

（
顕
）
１
７
６
５
〉
＊
双
子
用
ベ

ビ
ー
カ
！
〈
岡
田
壷
（
師
）
２
１
３

７
〉
（
有
料
で
も
可
）

▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

一

|、 ノ

、

ひ

ろ

ば

耐
職

凸

蟻

市
－－－

民

司dうい心,し云せ'明北口刀賑い刑双「

おはなし会は現在、市民会館と布佐分

館で行っていますが、来年1月から新た
に湖北台分館でも開催します。
地域のチビッ子たくさん集まれ。

し日時平成9年1月10日(金)から毎月

第2金硴日午後4時から4時20分

し問い合わせ市民図書館



録 び
一
》

第938号(5)1996.12 1

－－-三列◎
特
別
警
戒
取
締
り

年
の
瀬
は
何
か
と
慌
た
だ
し
く

毎
年
、
い
ろ
い
ろ
な
事
件
や
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

女
性
の
一
人
歩
き
を
狙
う
「
ひ

っ
た
く
り
」
や
人
混
み
の
中
で
の

「
ス
リ
」
、
外
出
時
の
家
庭
を
狙

う
「
空
き
巣
」
な
ど
の
ほ
か
、
次

の
こ
と
に
十
分
注
意
し
、
被
害
に

合
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

糸
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意

・
不
用
意
に
家
の
ド
ア
な
ど
を
開

け
な
い

・
不
必
要
な
商
品
は
最
初
か
ら
き

然
と
し
た
態
度
で
断
る

半
バ
イ
ク
。
自
転
車
の
盗
難
に
注

意・
バ
イ
ク
や
自
転
車
に
は
鍵
を
か

口
但
月
Ⅲ
日
（
火
）
か
ら
平
成
９
年
１
月
３
日
（
金
）
ま
で
□

年
末
年
始
の
『
特
別
警
戒
取
締
り
』

『
交
通
事
故
防
止
運
動
』
を
実
施

「 特別納税相談を実施蚤11
県
道
船
僑
・
我
孫
子
組

鳥
の
博
物
節
●
コ
ー

、－

河
く

う 布佐
●手貿沼親水広珊

け
、
放
霞
は
し
な
い
よ
う
に
し
、

住
所
、
氏
名
は
必
ず
明
記
し
ま
し

よ
、
フ
。

・
盗
難
に
備
え
、
自
転
車
は
最
寄

り
の
自
転
車
販
売
店
で
防
犯
登
録

を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
交
通
事
故
防
止
運
動

年
末
年
始
の
期
間
中
、
「
つ
く

ろ
う
よ
交
通
事
故
が
ゼ
ロ
の
街
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
交
通
事
故
防

止
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
年
末
を
控
え
、
飲
酒

を
す
る
機
会
が
増
え
る
一
方
、
気

ぜ
わ
し
さ
か
ら
、
気
持
ち
の
ゆ
と

り
も
薄
れ
、
思
わ
ぬ
交
通
事
故
も

予
想
さ
れ
ま
す
。

皆
ざ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
次
の
こ

収
税
課
で
は
、
仕
事
な
ど
で

平
日
窓
口
に
来
ら
れ
な
い
方
を

対
象
に
、
市
税
（
市
・
県
民
税
、

固
定
資
産
税
軽
自
動
車
税
）

の
納
税
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
、
納
付
も
受

け
付
け
ま
す
の
で
こ
の
機
会

を
へ
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
哩
月
皿
日
（
土
）
・
晦

日
（
且
午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で

▼
場
所
市
役
所
本
庁
収
税
課

場
所
市
役
所
本
庁
収
税
課

お
よ
び
湖
北
台
支
所

※
当
日
は
、
市
役
所
閉
庁
の

た
め
、
正
面
玄
関
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。
職
員
玄
関
（
上

図
参
照
）
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。▼

問
い
合
わ
せ
収
税
課
云

（
顕
）
５
８
４
３
言
の
電
話

は
相
談
日
に
限
る
）

と
に
気
を
つ
げ
、
菫
灌
恵
工
珊
棚
礁
蕊
籍
臓
，
周
亘
か

が
け
ま
し
よ
う
。

①
飲
酒
運
転
の
追
放
「
飲
ん
だ

ら
乗
る
な
乗
る
な
ら
飲
む
な
」

を
肝
に
銘
じ
て
、
絶
対
に
飲
酒
運

転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
無
謀
運
転
の
追
放
ス
ピ
ー
ド

を
増
す
ほ
ど
大
事
故
に
つ
な
が
り

ま
す
。
自
分
の
運
転
技
術
を
過
信

す
る
こ
と
な
く
、
安
全
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

来
年
の
２
月
巧
日
主
）
ま
で
、
包
し
ま
し
ょ
う
。

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
同
乗
全
国
一
斉
に
狩
猟
が
解
禁
さ
れ
て
＊
狸
物
を
盤
つ
と
き
は
、
矢
先

者
の
命
を
守
る
た
め
に
も
シ
ー
ト
い
ま
す
。
（
前
方
）
の
安
全
確
認
を
十
分
に

ベ
ル
ト
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
狩
猟
し
ま
し
ょ
う
。

④
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
期
間
中
は
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
＊
猟
場
へ
の
行
き
帰
り
な
ど
、
銃
．

⑤
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
の
交
し
、
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
実
弾
の
紛
失
・
盗
難
防
止
に
十
分

通
事
故
防
止
◎
狩
猟
中
の
事
件
・
事
故
防
止
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
云
＊
足
場
の
悪
い
場
所
の
移
動
や
猟
◎
計
画
的
な
実
弾
の
購
入

席
）
１
１
１
１
内
線
３
３
０
場
へ
の
移
動
な
ど
に
は
、
必
ず
脱
＊
狩
猟
期
間
中
は
、
計
画
的
に
実

Ｚ
建
東
葛
中
部
地
区
総
含

愈
参
關
篭
事
弱
組
合
職
員

東
葛
中
部
地
区
総
合
開
発
事
務

組
合
で
住
平
成
９
年
４
月
採
用

予
定
の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

▼
戦
種
看
誕
婦
（
３
名
）

▼
職
務
内
容
糖
神
薄
弱
者
更
生

施
設
ま
た
は
伝
染
病
隔
離
病
舎
で

の
看
護
業
務

▼
受
験
資
格
看
謹
婦
査
格
を
有

し
、
昭
和
詔
年
４
月
２
日
以
降
に

看護赤十字

学生募集’

生
ま
れ
た
方
。

▼
受
付
期
間
狸
月
２
日
（
月
）
か

ら
平
成
９
年
１
月
、
日
（
金
）
ま
で

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
（
た

だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
及
び
狸
月

諏
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
を
除
く
）

▼
提
出
書
類
組
合
所
定
の
職
員

採
用
試
験
受
験
申
込
書
（
同
組
合

事
務
所
で
配
布
）
に
、
写
真
（
縦

４
皿
横
３
聖
２
枚
、
最
終
学

▼
募
集
人
員
釦
名
舅
子
も
可
）

▼
応
募
資
格
高
等
学
校
卒
業
も

し
く
は
卒
業
見
込
み
の
方
、
ま
た

文
部
大
臣
が
高
等
学
校
卒
業
同
等

以
上
の
学
力
と
認
め
た
方

▼
願
書
受
付
狸
月
２
日
（
月
）
か

ら
平
成
９
年
１
月
五
日
（
金
）

蕊
繍
鰯
灘
蕊
一
鍵
鍵
澱
鍵

〉 〈平成9年度

筑波大学附属盲学

校幼児‘児童募集

平
成
９
年
２
月
閲
日
（
土
）
ま
で
狩
猟
解
禁

ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
へ

ノ

▼
募
集
人
員
＊
幼
稚
部
年
少
組

（
３
．
４
歳
児
）
．
：
２
名
同
年

長
組
（
５
歳
児
）
．
：
２
名
＊
小

学
部
第
１
学
年
盲
学
級
…
６
名

同
弱
視
学
級
：
．
若
干
名
＊
各
学

年
転
入
盲
学
級
…
若
干
名
＊
同

弱
視
学
級
：
・
若
干
名

▼
出
願
期
間
狸
月
９
日
（
月
）
か

歴
校
の
卒
業
・
成
繊
証
明
書
各
１

通
看
謹
婦
査
格
証
明
書
１
通

▼
申
し
込
み
必
要
書
類
を
添
付

し
、
同
組
合
（
柏
市
役
所
第
１
庁

舎
４
階
）
へ
本
人
が
直
接
持
参
。

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
不
可

▼
試
験
日
。
場
所
平
成
９
年
１

月
過
日
主
）
、
柏
市
役
所

※
詳
し
く
は
、
同
組
合
総
務
課
壷

（
“
）
５
２
５
１
へ

▼
願
書
。
資
料
請
求
。
問
い
合

わ
せ
５
０
０
円
分
の
切
手
ま

た
は
郵
便
小
為
替
同
封
の
う
え
、

〒
２
８
６
成
田
市
飯
田
町
卯
の

１
成
田
赤
十
字
看
謹
専
門
学
校

壷
０
４
３
（
２
２
３
）
２
６
０

８
へ

5

弾
を
購
入
し
、
残
火
薬
類
を
生
じ

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
猟
銃
場
の
確
認

＊
休
猟
区
、
銃
猟
禁
止
区
域
、
銃

猟
制
限
区
域
を
よ
く
確
認
・
把
握

し
て
、
事
故
の
な
い
狩
猟
を
し
ま

し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察
署

生
活
安
全
課
査
亜
）
０
１
１
０

ら
週
日
（
金
）
ま
で

▽
入
学
選
考
平
成
９
年
１
月

記
日
（
火
）

※
詳
し
く
は
、
筑
波
大
学
附
属

盲
学
校
壷
０
３
（
３
９
４
３
）

５
４
２
１
内
線
２
０
１
１
ま
た

は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
０
３
（
３
９

４
３
）
５
４
１
０
へ

自
動
車
電
話
、
携
帯
電
話
、

Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
１
１
９
番
通
報
が

で
き
ま
す
。
火
災
や
事
故
な
ど

緊
急
事
態
に
辿
遇
し
た
場
合
、

尊
い
人
命
を
救
う
た
め
、
す
ぐ

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
電
話
や
携
帯
電
話
か

1 ､使い方で命のホットライン’正い

[濤墓］型
ら
１
１
９
番
通
報
す
る
と
、
千

葉
市
消
防
局
に
つ
な
が
り
、
我

孫
子
市
消
防
本
部
へ
転
送
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
の

１
１
９
番
通
報
は
我
孫
子
局
内

な
ら
直
接
通
報
で
き
ま
す
が
、

場
所
に
よ
っ
て
は
電
波
が
届
か

な
い
な
ど
、
途
中
で
切
れ
て
し

ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

そ
の
際
は
公
衆
電
話
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

〈
慌
て
ず
正
し
い
通
報
を
〉

①
火
災
か
救
急
か

②
場
所
は
荏
所
、
目
標
篝

③
事
故
の
内
容
火
災
（
何
が

燃
え
て
い
ま
す
か
）
救
急

（
何
人
ケ
ガ
を
し
て
い
ま
す
か
）

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
と
は
携
帯
電
話
よ
り

電
波
の
届
く
距
離
が
短
い
簡
易

擁
帯
電
話
の
こ
と
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
壷

（
錘
）
０
１
１
９

／
／

1997年版／
尋翼沼ｶﾚﾝダ国

患鴎詞し患す’
耐
静
卿
は
や
め
ま
し
ょ
う

ク
リ
ー
ン
手
寅
沼
推
進
協
議
会

で
は
、
手
賀
沼
浄
化
の
願
い
を
込

め
た
〃
師
年
版
手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ

ー
″
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
ク
リ
ー

ン
手
賀
沼
推
進
協
議
会
が
主
催
す

る
手
賀
沼
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
全

応
募
作
品
２
３
８
点
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
廻
点
で
術
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

次
の
日
程
で
希
望
者
に
カ
レ

ン
ダ
ー
を
配
布
し
ま
す
。

▼
配
布
日
哩
月
２
日
（
月
）

▼
配
布
場
所
＊
環
境
保
全
課

（
市
役
所
西
別
館
２
階
）
：
．
午
前

全
国
的
に
環
境
や
街
の
美
観
を

損
な
う
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
、
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
林
や
空
き
地
農
道
を
は
じ

め
、
河
川
敷
や
農
業
排
水
路
等
に
、

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
テ
レ
ビ
や

値
月
は
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

一
あ
び
こ
あ
れ
こ
れ
一

i”7
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洗
た
く
機
、
冷
蔵
庫
、
さ
ら
に
は

工
事
現
場
で
使
用
済
み
に
な
っ
た

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
（
写
真
）

や
鉄
く
ず
な
ど
の
建
築
廃
材
を
不

法
投
棄
す
る
と
法
律
で
厳
し
く
罰

せ
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
巫
月
中
、
特
に
夜
間
・

早
朝
を
中
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
し
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
防
止
に

努
め
ま
す
。

地
域
の
環
境
を
守
る
た
め
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
で

お
困
り
の
方
は
、
生
活
環
境
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
壷

（
師
）
０
０
１
５

だ
い
た
方
、
１
人
に
つ
き
１
部

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
各
配
布
窓
口
と
も
電
話
で
の

予
約
お
よ
び
郵
便
で
の
申
し
込

み
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

③
配
布
時
間
内
で
も
部
数
が
な

く
な
り
次
第
、
配
布
終
了
と
い

た
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課

壷
（
理
１
１
１
１
内
線
５
６
８

８
時
釦
分
か
ら
午
後
８
時
鋤
分

ま
で
＊
つ
く
し
野
・
湖
北
・

湖
北
台
・
布
佐
の
各
支
所
…
午

前
８
時
鋤
分
か
ら
午
後
５
時
ま

で
（
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後

１
時
を
除
く
）
＊
根
戸
・
天

王
台
北
・
新
木
・
布
佐
南
の
各

近
隣
セ
ン
タ
！
：
開
館
時
間
内

▼
カ
レ
ン
ダ
ー
配
布
に
あ
た
っ

て
の
お
願
い
と
注
意
．

①
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布
は
、
よ

り
多
く
の
方
に
お
渡
し
で
き
る

よ
う
配
布
窓
口
に
お
い
で
い
たI

日時

場所

12月14日(土）。15日(日)午前9時
から午後4時まで

市役所本庁収税課・湖北台支所
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さとう

佐藤
伝日時12月15日(日)午前9時か

ら11時（雨天中止）

し集合場所古利根沼中央我湖水

路広場

し持参長靴、軍手など

し問い合わせ古利根の自然を守

る会鈴木壷(88)7109

し利用期間平成9年4月1日か

ら平成11年3月31日までの2年間

し募集数148区画（1区画30m')

ウツ陰ウォール4区画(車イス用）

伝使用料年額9000円(30m')

し対象市内在住者（だだし、浅

間前新田市民農園利用者を除く）

し申し込み・問い合わせ往復ハ

ガキに住所、氏名、年齢、職業、

電話番号、市民農園名・利用区画

番号（現在利用している方）を明

記し、12月16日（月・消印有効）

までに我孫子1858市役所農政課市

民農園係云(85)1111へ（応募ハガ

キは1世帯1こつき1通に限る）

や
か
ち｜

’ や
ん ｜

し日時12月14日(土)午後5時か

ら7時（雨天・曇天の場合は屋内

に変更）

惨場所手賀沼親水広場｢水の館」

し内容天体望遠鏡を使い、土星、

アンドロメダ大星雲などを観察

し対象小学校4年生から中学生

まで（必ず親が同伴のこと）

し定員先着50名

惨参加費無料

傷持参懐中電灯、カッター、は

さみ、双眼鏡（持っている方）、

防塞具

し申し込み・問い合わせ電話で

手賀沼親水広場壷(84)0555へ

國 画国｡
’

’
恢曰時12月22日(日)午後1時か

ら3時30分

医場所湖北地区公民館
Lめ

い指導湖北座会、〆飾りを創ろ

う会

し定員4尼（応募者多数の場合

は抽選。昨年参加した方を除く）

傍参加費700円（材料代含む）

'申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、年齢、電話番号を

明記し、12月6日(金・消印有効）

まで|こ中里81のS湖北地区公民館

「しめ飾り」係壷(88)4433へ

｜
’

画中央公民館

◎クリスマスクッキング（パーテ

ィーピラフ・ツリーサラダ作り）

匪日時12月14日(土)午前10時か

ら午後0時30分

し対象・定員小学生、先着25名

し参加費500円（材料代含む）
⑫ん

屡持参エプロン、三角巾、ふき

ん2枚、上履き

し申し込み・問い合わせ電話で

中央公民館r子どもクッキング」

係垂(82)0515へ

◎卓球をして良い汗をかこう

し日時12月14日(土)午前9時30

分から11時30分（参加費無料）

し持参ラケット(持っている方)、

タオル、上履き

し問い合わせ中央公民館

画湖北地区公民館

◎楽しく遊ぼう

し日時12月14日(土)午前9時30

分から11時30分（参加費無料）

し内容①折り紙（折り紙、ハサ

ミ、のり持参）②おはなし会、語

り⑧ベーゴマ④将棋、オセロ

伝問い合わせ湖北地区公民館垂

(88)“33

似曰時12月15日(日)午前9時30

分受け付け

し場所天王台北近隣センター

惨対象平成9年4月1日現在で

満6歳から17歳までの女子

腰申し込み・問い合わせ電話で

12月10日(火)までにガールスカウ

ト第76団中島容(82)0617へ

惨職種・定員臨時保田、若干名

少資格保田資格を有する50歳位

までの健康な方

し勤務時間午前8時30分から午

後5時

惨賃金時給880円（通勤手当は

別途支給、有給休暇有り）

少申し込み・問い合わせ履歴書

（写真貼付）に資格証明書(写し）

を添付し、児童保育課保育係云

(85)1111内線322へ持参

⑬⑤⑨囹箇’
▼社会福祉事業基金にと、陶炎一

同様からチャリティー展の収益金

の寄付がありましだ。

▼社会福祉協議会へ小野友之助様

（つくし野）、田中剛様（栄）、

誕生日ありがとうの会様、中峠上

区様、湖北台セブンイレブン様か

ら寄付がありました。

▼社会福祉協議会へ黒沼浩様（根

戸）、（社)干葉県接骨師会東葛支

部様から車イスの寄贈がありまし

だ。

｜ 修日時12月8日(日)午前9時か

ら正午(雨天中止、参加費無料）

し集合場所市役所E面玄関前

し持参ノート、筆記用具、双眼

鏡（持っている方）、防塞具

少問い合わせ我孫子野鳥を守る

会西巻盃(84)7809

惨日時12月21日(土)開場…午後

1時、開演…1時30分

し場所市民会館

し内容①講演･･･rいじめをこえ

るこころとからだ」②映画･・「み

んなが孫悟空」

の入場料1000円(当日1300円）

※小学校4年生以下のお子さんは

保育室（1人700円）をご利用く

ださい。申し込みは12月13日（金）

までに電話予約を

し入場券発売所平賀書店、荒井

書店、ブックスこほく、市民会館

内売店ひろがり、柏高島屋

捗問い合わせあびこ子ども劇場

壷(88)9078

シ曰時・場所12月15日、平成9

年1月12日、2月16日のいずれも

日曜日午後1時15分から4時30分、

さわやかちば県民プラザ（柏市）

し内容身近な地域や地球規模で

起きている環境問題を学習

惨定員先着100名

し参加費無料

し申し込み・問い合わせ電話で

(財)干葉県環境財団盆(40)8604へ

’ ’
伝日時12月7日(土)午後2時か

ら4時‐

惨場所アビイホール（イトーヨ

ーカド－内）
ゆ叩

縁内容森祐理コンサート

レ入場料大人1000円･4歳以上

小学校6年生まで500円

し入場券発売所平賀書店、荒井

書店、ブックスこほく、レコード

あつぶる、恵泉書房

し問い合わせあびこ市民クリス

マス実行委員会壷(82)1912

｜’8

|’ ’
け日時12月22日(日)開場…午後

1時30分、開演…2時

し場所市民会館（入場無料）

し内容琴・三味線・尺八音でバ

レエの振り付けを創作

倖問い合わせ高橋壷(82)1743

’ ’
たこ

自分だけの凧を{乍って、大空に

あげよう。

伝曰時12月14日(土)午前10時か

ら正午

し場所県立関宿城博物館

し定員先着30名（小学校4年生

以下は親の同伴が必要）

し参加費600円（材料代等）

し申し込み・問い合わせ電話で

同博物館壷(96)1400へ

画｡｡□
’ ’ ’

さわやかちば県民プラザ
文化創作事業講座生I

◎陶芸教室

し日時平成9年1月9日(木)、

14日(火)、23日(木)、28日(火)、

2月6日(木)、18日(火)、25日

(火)、3月4日(火)いずれも午後

1時から3時

惨場所さわやかちば県民プラザ

し対象陶芸経験のある方

修定員20名（ただし、応募者多

数の場合は抽選）

し受講料無料（教材費は実費）

◎三味線教室

し日時平成g年1月10日から3

月21日までの隔週金曜日、午後1

時30分から3時

倖場所さわやかちば県民プラザ

戸定員12名（だだし、応募者多

数の場合は抽選）

し受講料無料（教材費は実費）

圏申し込み・問い合わせいずれ

の講座も往復ハガキに教室名、住

所、氏名、年齢、電話番号を明記

し、12月20日（金・必着）までに

〒277柏市柏の葉4の3の1さわ

やかちば県民プラザ事業課査(40）
8600へ

陵日時12月8日(日)午前10時か

ら午後3時

け場所湖北地区公民館
そう低い

し席主裏千家･･林宗成、表干家

…中村崇弘
伊席料2席で1000円

し問い合わせ小野垂(82)6161

’
｜

’

し曰時12月13日(金)開場…午後

6時、開演･6時30分(入場無料）

倖場所柏市民文化会館

し曲目*J･トゥリーナ…ロシ

ーオの行列＊伊藤農蓋…吹奏楽
のだめの交響詩『ぐるりよざ」等

し問い合わせ中央学院大学学生

課査(83)6518

’ ’
シ曰時12月21日(土)午前10時か

ら正午（参加費網Sl)

少 場 所市民会館

※クラシック、ジャズ等お気|こ入

りのコンパクトデイスクがありま

しだらお持ちください

し問い合わせ井上壷(85)0194

｡

13

職

’
戸曰時12月4日(水)午後2時か

ら4時30分

し場所めばえ幼稚園

し内容講演…「豊かな幼児期を

感性を育てる」

惨参加費500円（資料代等）

※幼児連れの方には託児室を用意

し申し込み・問い合わせ電話で

同幼稚園a(84)1313へ

鵜
シ日時12月8日(日)午後1時30

分から4時（入場無料）

し場所市民会館
あらかわはつ

り内容講演･･新111初（ひめゆり

学徒隊員・沖縄戦の語りべ）

し問い合わせ憲法を考える市民

の集い実行委員会浜田盃(83)2789

一一

高野山ふれあい
市 民 農 園利用者古利根クリーン作戦 市議会定例会を開催

平成8年第4回市議会定例

会は、12月3日(火)に開会さ

れ、一般質問は12月9日（月）

から11日(水)までの3日間を

予定しています。

本会議は、どなたでも自由

に傍聴できます。

惨問い合わせ議会事務局壷

(85)1111内線242

天体観望会
凸

古代米｢赤米｣わらによる
しめ 飾り 講習会

楽しく遊ぼう（ ガー ﾙｽｶｳﾄ入団説明会

保育園臨時職員

手賀沼探烏会

あびこ子ども劇場
鳥山敏子講演会＆上映会

県民環境講座生

あびこ市民クリスマス
チャリティコンサート

日曜当番医｡1週間の行事
牙ﾚﾎ朔三E飛硴剛轆

8⑧

9月

10火

Ⅱ水

12木

1行金

14土

⑧

画･白膣当番民＝テレホンサービス

〃休日叙急歯科診霞日=休日救急歯科認新(市民会館内)9:00ｧ11:30

．交通事故相談＝市民相談室10:00～15:00
〔壷心配ごと相談＝保健センター9:00～15:00
”市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
〃つつじ荘・西部福祉センター休館

‘夢法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

〃健康相談＝西部福祉センター10:00～11:30

c不動産相談＝市民相談室10:00～15:00
〃アルコール家族教室＝保健センター13;30土15:00
〃健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

〃市役所閉庁(一部の施設は除く）

I室．日曜当番医＝テレホンサービス
画休日叙急歯科診鼠日=休日糊急歯科診畷所(市民会館内)9:00~11:30
画結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00
画･家庭の日

月

〃日曜当番屋＝テレホンサービス

”休日叙急歯科診溌日=休日救急歯科診溺所(市民会館内)9：
豆結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

冊~11:帥

文化連盟創立25周年記念
芸術舞踊協会‘三曲協会合同公演

県立関宿城博物館
｢凧作り」体験教室

＄旨

■■

､●

:？

文化連盟創立25周年記念
茶道 連盟月釜

中央学院大学吹奏楽団
第2回定期演奏 会

コンパクトディスクによる
クリスマスコンサート

第6回子育てを楽しむ会
憲法を考える市民の集い
r沖縄 を知 ろう」


